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★コンピュータの起動と終了

●コンピュータの起動
１．コンピュータの状態を確認します。

①電源ケーブルがつながっているか。
②ネットワーク・ケーブルがつながっているか。

２．コンピュータの電源を入れます。電源スイッチをオンにするとハードディスクの回
転音が聞こえ、しばらくするとWindowsが起動します。

３．Windowsが完全に起動すると画面上部に以下のようなメニューバーが表示されます。

②
③

①
①…サブメニュー表示ボタン － サブメニューを表示します。
②…マシンＩＤ表示
③…ＥＸＩＴボタン － メインメニューを終了し、コンピュータを終了します。

●コンピュータの終了

１．サブメニューが表示されている場合は、画面右下にある《サブメニューを閉じる（Ｅ 【ESC】ｻﾌﾞﾒﾆｭｰ終了
ＳＣ）》ボタンをマウスでクリックします。

２．サブメニューが閉じ画面上部のメニューバーのみになったら右端にある《ＥＸＩＴ》
ボタンをクリックします。するとWindowsが自動的に終了し、コンピュータの電源
を切れる状態になりますので、電源を切ってください。
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★コンピュータの起動と終了
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★進行中の競技を参照する（モニター編）

★進行中の競技を参照する（モニター編）

現在進行中の競技の進行状況や、既に終了している競技の結果を参照します。

１．マウスを使い《インフォメーション》をクリックします。 【Ｆ６】ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ
２．インフォメーションメニューの《１－コンソーラー（競技参照）》をクリックしま 【１】＋【Enter】

す。すると以下のようなプログラム・コンソーラー画面が表示されます。

①

③

② ④
このプログラムでサーチできることは現在どのレースがどのマシンで処理されてい

るか、どの競技がどれだけ進行しているかがわかります。
また、プリンタが接続されていれば、コールが完了している競技のスタートリスト

や、終了している競技の記録表、結果表が印刷できます。
①ステータス表示 － そのレースの進行状況がわかります。
《記号の意味》
「 」なにもしていない
「○ 」ロールコール（招集処理）完了
「●●」記録入力完了
「◎ 」招集処理未完了のまま記録を入力した
「●○」記録入力中または未完了の状態

②ソート順の変更 － レースの並び順を変更できます。
「№」 レースナンバー順に並びます
「コード」 種目コード順に並びます
「コール」 コール時刻順に並びます
「スタート」 開始時刻順に並びます

③スクロールバー － 画面を上下にスクロールします。
④ＥＸＩＴボタン － プログラム・コンソーラー画面を終了しサブメニュー画面 【Ctrl＋F12】終了

に戻ります。
※プログラム・コンソーラーからの印刷
・印刷したい競技を選択し、右クリックして《各種印刷》を選択します。 【Ｆ９】各種印刷
・印刷選択ダイアログが表示されますので、印刷したいリストを選択し《印刷》
ボタンをクリックします。

３．③のスクロールバーを使い、参照したいレースを探し、マウスで選択します。 【↑↓】移動
４．そこで右クリックし《詳細表示》をクリックするとレース参照画面が表示されます。【Alt＋Enter】詳細表示
５．競技の参照を終了するときや別のレースを見るときは、画面右下の《ＥＸＩＴ》ボ 【Ctrl＋F12】終了

タンをクリックして、プログラム・コンソーラー画面に戻ります。
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★ロールコール編（競技者係）

★ロールコール編（競技者係）

１．システムを起動させ、以下のようなメニューを表示させます。

②

③

①
①…記録エントリーメニュー表示ボタン
②…マシンＩＤ表示
③…ＥＸＩＴボタン － メインメニューを終了し、コンピュータを終了します。

２．①の《記録エントリー》ボタンをクリックします。 【Ｆ３】記録ｴﾝﾄﾘｰ
３．メニューバーの下に記録エントリーサブメニューが表示されたら《１．コンソーラ

ー（ロールコール・エントリー）》をクリックします。 【１】＋【Enter】
４．数秒で「プログラム・コンソーラー〔入力モード付〕」が表示されますので、コー ｺﾝｿｰﾗｰ

ルしたいレースを右クリックし、《詳細表示》をクリックします。 【↑↓】移動
５．「レース参照画面」が表示されたら、【Ctrl＋Ｆ１】を押すとパスワードダイアロ 【Alt＋Enter】詳細表示

グが表示されますのでパスワードを入力してください。 【Ctrl＋Ｆ１】
パスワードが正しく入力されれば、以下のようなロールコール画面が表示されます。 ﾛｰﾙｺｰﾙ

④
⑦

⑧

⑤

⑨

⑥ ※画面はトラック競技の場合

④マシンＩＤ
⑤「欠場」「出場」ボタン
⑥「コール完了」「未完終了」ボタン － コールをそれぞれの処理で終了します
⑦出場者数表示 － 欠場者を除いた出場者数
⑧入力ライン － 欠場の処理をすると「ＤＮＳ」が表示されます
⑨印刷ボタン － スタートリストを印刷します

６．ロールコールの処理をします。
・⑧の位置を「空欄＝出場」にしたり「ＤＮＳ＝欠場」にしたりします。
欠場にしたい選手の⑧の位置をクリックして選択し、⑤の《欠場》をクリックし 【↑↓】移動
ます。するとコメント欄に「ＤＮＳ」が表示され、また⑦の人数が１名減ります。 【ｽﾍﾟｰｽ】欠場

・《出場》をクリックすると「ＤＮＳ」表示が消えて欠場が取り消され、出場にな 再度【ｽﾍﾟｰｽ】で出場
ります。また、⑦の人数が１名増加します。

・今処理を行っているコンピュータにプリンタがつながっていれば、⑨をクリック 【Ｆ９】ｽﾀｰﾄﾘｽﾄ印刷
することで現在処理しているレースのスタートリストが印刷できます。
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★ロールコール編（競技者係）

７．リレーのオーダーを入力します。
・オーダーを入力したいチームの記録欄（⑧）をクリックして選択し、未完終了ボ
タンの右側にある《オーダー》ボタンをクリックします。すると以下のような画 【Ｆ２】ｵｰﾀﾞｰ入力
面が表示されます。

⑩ ⑪

・⑪をクリックし各走者を選択します。全てが選択できたらオーダー用紙と再度確 【↑↓】選手選択
認後⑩の《登録終了》ボタンをクリックするとロールコール画面に戻ります。 【Tab】次走者へ移動
この処理をチーム数回繰り返せばオーダー登録が完了します。 【Ｆ２】登録終了

・オーダー入力を辞めるときは、《キャンセル》ボタンをクリックします。 【ESC】登録ｷｬﾝｾﾙ
・一度入力した選手を取り消す場合は、⑪から《割当解除》を選択します。

８．ロールコール処理を終了します。
・ロールコール処理を終了しコール完了にします。 【Alt＋Enter】
⑥の《コール完了》をクリックします。 コール完了
「コール完了にします。スタートリストをスプールしますか？」というメッセー
ジが表示されますので、当然スタートリストを印刷しなければならないので 【Enter】or【Ｙ】
《はい》をクリックします。

・ロールコールを完了してはいけない時は、《未完終了》をクリックします。 【ESC】未完終了
すると、「ロールコールを未完で終了します。よろしいですか？」というメッセ
ージが表示されますので、《ＯＫ》をクリックします。
これでレース参照画面に戻りますので画面右下の《ＥＸＩＴ》ボタンをクリック 【Ctrl＋Ｆ12】終了
しプログラム・コンソーラー画面に戻り次のレースを処理します。

９．ロールコールでの注意事項
・出場する選手を確認する事がおもな作業となります。
また、選手から所属が違っていたり、氏名が違っていたりといった指摘を受ける
ところでもあります。しかし、ロールコールではそれらの修正はできません。で
すから、記録センターへ連絡を入れて対応してください。

・ロールコールが完了したら、すぐに記録を入力するマシンが次の処理に入ります
ので速やかに印刷スプーラーに出力してプログラム・コンソーラー画面まで戻っ
てスタンバイしてください。
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★記録の入力（トラック編）

★記録の入力（トラック編）

１．システムを起動させ、以下のようなメニューを表示させます。

②

③

①
①…記録エントリーメニュー表示ボタン
②…マシンＩＤ表示
③…ＥＸＩＴボタン － メインメニューを終了し、コンピュータを終了します。

２．①の《記録エントリー》ボタンをクリックします。 【Ｆ３】記録ｴﾝﾄﾘｰ
３．メニューバーの下に記録エントリーサブメニューが表示されたら《１．コンソーラ

ー（ロールコール・エントリー）》をクリックします。 【１】＋【Enter】
４．数秒で「プログラム・コンソーラー〔入力モード付〕」が表示されますので、記録

を入力するレースを右クリックし、《詳細表示》を選択します。 【↑↓】移動
５．「レース参照画面」が表示されたら、【Ctrl＋Ｆ４】を押します。 【Alt＋Enter】詳細表示
６．パスワードダイアログが表示されますのでパスワードを入力してください。

パスワードが正しく入力されれば、「レース開始時刻の入力」ボックスが表示され
ますので、レース開始時刻を入力して《ＯＫ》をクリックします。
すると、以下のような記録入力画面が表示されます。

⑦

④ ⑧

⑨

⑤

⑩

⑥ ※写真は短距離種目の場合

④歴代記録表示
⑤「欠／出」、「順位付け」、「風入力」ボタン
⑥「順位修正」、「途中時間」ボタン
⑦出場者数表示 － 欠場者を除いた出場者数
⑧風力表示位置
⑨入力ライン － 記録・コメントをここに入力します。
⑩「コメント」、「入力終了」、「自動入力」ボタン

７．記録を入力します。
１）写真判定員が読み上げたレーンナンバー又はナンバーカードの選手の⑨の位置へ 【↑↓】移動

カーソルを移動します。このとき、セパレートコースのようなレーンの少ないレ
ースでは画面に全員が表示されていますが、出場人数の多い場合は画面に見えな
い選手がいます。この場合、画面中央下の《検索》ボタンをクリックしナンバー 【Ｆ３】検索
を入力するとそのナンバーが存在する行にカーソルが移動します。
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★記録の入力（トラック編）

２）【Enter】を押すと、記録入力ボックスが表示され、記録が入力できます。
記録は□：□□：□□．□□□（時：分：秒．1/10、1/100、着差）を入力。
※通常1/1000秒は入力しません。空白にしておきます。
記録を入力したら【Enter】を押します。すると、記録が登録され選手を選ぶモ
ードに戻ります。
・同タイム着差ありの処理

後着の人の着差欄に１以上の数字を入力します。
・棄権、失格の場合の処理

０：００：００．００ すべてゼロを入力します。すると、コメントの欄
に「ＤＮＦ」の文字が表示され棄権になります。 【Ｆ５】ｺﾒﾝﾄ設定
失格はその後、⑩《コメント》をクリックしコメ
ントで「ＤＳＱ」を指定します。

・記録を入力したくないのに誤ってEnterを押した場合は【ESC】で回避します。
以上を出場人数回繰り返せば、記録は全て入力されたことになります。

８．記録を写真判定装置から取り込みます（自動入力モード）。
１）⑩の《自動入力》ボタンをクリックします。すると、以下のような記録受信ボッ 【Ctrl＋A】自動入力

クスが表示されます。
⑫ ⑭

⑪ ⑬
⑪○×表示 － 記録が割り当てられていれば○が表示されます。
⑫受信モード選択ボタン － 写真判定装置から出力されたデータによって、〔競

技者№〕か〔ﾚｰﾝ/ｺｰｽ〕かを選択します。
※ニシスポーツ社製MF/300では必ず指定。

⑬「Save」、「Load」ボタン － 受信したデータを保存したり復元したりします。
「AllUpd」ボタン － 「Load」で復元したデータをすべて割当てます。
「Auto終了」ボタン － 自動入力を終了します。

⑭レーン、ナンバー入力ボックスと「登録」ボタン
２）写真判定員が写真判定装置で記録と順位を判定し、レーンないしは競技者№を入

力すると、コンピュータに自動的に記録が入力され、その指定された競技者に割
り当てられます。
※レーン/競技者Noをコンピュータ側で入力する旧型の写真判定装置があります。

３）すべて判定が終了したら、⑬の《Auto終了》ボタンを押し自動入力を終了します。 【Ctrl＋Ａ】
４）入力された記録を復唱して記録が正しいかどうか確認します。 自動入力終了

９．風力が必要な種目は、⑤の《風入力》風力を入力します。 【Ｆ８】風入力

10．⑤の《順位付け》ボタンをクリックし、順位付けを実行します。すると、記録順に 【Ｆ７】順位付け
並び変わり、順位がつきます。

11．コメントを付け入力された記録を編集します。
１）コメントを入力したい選手の「コメント」の欄をクリックし選択します。
２）⑩の《コメント》ボタンをクリックすると、以下のような「コメント登録バー」 【Ｆ５】ｺﾒﾝﾄ設定

が表示されます。 ⑮

登録ボタン
３）⑮をクリックしコメントを選択して、《登録》ボタンをクリックするとコメント 【↑↓】選択

が登録されます。登録ボタンが見えないときは【Alt＋Enter】キーで登録します。

12．すべての入力が完了したら⑩の《入力終了》ボタンをクリックします。 【Alt＋Enter】終了
・終了属性を選択します。 「完了」…通常終了 「未完了」…一時（仮）終了 【←→】選択
・印刷指示を選択します。 「印刷する」…通常 「印刷しない」…未完了時 【Enter】決定

以上の項目を選択して、《ＯＫ》をクリックすると記録入力画面からレース参照画
面へ戻ります。
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★記録の入力（トラック編）

※ラップタイムの設定・入力

Ⅰ．設定
１）メインメニューから《記録エントリー》ボタンをクリックし、その後《１．コン 【Ｆ３】記録ｴﾝﾄﾘｰ

ソーラー（ﾛｰﾙｺｰﾙ･ｴﾝﾄﾘｰ）》をクリックしプログラムコンソーラーを起動します。 【１】＋【Enter】
２）これからラップタイムを入力しようとしているレースを右クリックし、《詳細表 【Alt＋Enter】参照

示》を選択して「レース参照画面」を表示させます。この状態で、【Ctrl＋Ｆ４】 【Ctrl＋Ｆ４】
をおし、パスワードとレース開始時刻を入力して《ＯＫ》をクリックして記録入 記録入力
力画面を表示させます。

３）⑥の《途中時間》ボタンをクリックします。すると、以下のような「途中時間設 【Ctrl＋Ｌ】
定フォーム」が表示されます。 途中時間設定

⑯

⑰

４）測定区分を1/1秒・1/10秒・1/100秒から選択します。
５）途中時間を入力したい距離を⑯のボックスからすべて選択し、⑰の《追加》ボタ

ンを押して右側にセットします。
距離設定を間違えてしまった場合は、右側で間違ってセットした距離を選択し、
⑰の《削除》ボタンを押すと設定を取り消すことができます。
全ての設定距離を取り消したい場合は、⑰の《全削除》ボタンをクリックします。

６）設定が終われば、画面右下の《ＯＫ》ボタンをクリックします。記録入力画面に
戻ると設定した距離の記録入力欄が表示されます。

Ⅱ．入力
１）記録入力画面が表示されている場合は《入力終了》－《未完了》で一度終了しま 【Alt＋Enter】

す。 入力終了
２）レース参照画面から【Ctrl＋Ｆ６】を押し、パスワードを入力して以下のような 【Ctrl＋Ｆ６】

「途中時間入力画面」を表示させます。 途中時間入力
⑲ ⑳

⑱

入力ﾎﾞｯｸｽ

３）⑱の途中時間選択ボックスからこれから途中時間を入力しようとしている距離を
選択し、⑲の《入力開始》ボタンを押します。すると、画面左側に入力ボックス
が表示されるので、そこに記録を入力していきます。

４）以下のように数値を入力します。
左図例）１位 ﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞ５３７の選手

３分０２秒７のタイムで通過した。
入力後、画面の右側に反映させるために【Alt＋Enter】【実行】を押すと、右側 【Alt＋Enter】反映
に記録が入力されます。
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★記録の入力（トラック編）

５）順位付けをします。⑳の《順位付け》ボタンをクリックすると、順位付けを実行 【Ｆ７】順位付け
するかどうかを聞いてきますので《ＯＫ》を押します。

６）別の途中時間を入力したいときは、⑱の途中時間選択ボックスからその距離を選
択し、３）～５）の処理を行います。

７）全ての処理が終了したら、画面右下にある《終了》ボタンをクリックすると、「レ 【ESC】終了
ース参照画面」に戻ります。
※終了する前に入力した情報を印刷したいときは、終了ボタンの左にある《印刷》
ボタンで印刷することができます。
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★記録の入力（フィールド－走高跳・棒高跳編）

★記録の入力（フィールド－走高跳・棒高跳編）

１．システムを起動させ、以下のようなメニューを表示させます。

②

③

①
①…記録エントリーメニュー表示ボタン
②…マシンＩＤ表示
③…ＥＸＩＴボタン － メインメニューを終了し、コンピュータを終了します。

２．①の《記録エントリー》ボタンをクリックします。 【Ｆ３】記録ｴﾝﾄﾘｰ
３．メニューバーの下に記録エントリーサブメニューが表示されたら、《１．コンソー

ラー（ロールコール・エントリー）》をクリックします。 【１】＋【Enter】
４．数秒で「プログラム・コンソーラー〔入力モード付〕」が表示されますので、記録 ｺﾝｿｰﾗｰ

を入力するレースを右クリックし、《詳細表示》を選択します。 【↑↓】移動
５．「レース参照画面」が表示され【Ctrl＋Ｆ４】を押すとパスワードダイアログが表 【Alt＋Enter】詳細表示

示されますのでパスワードを入力してください。
６．パスワードが正しく入力されれば、「レース開始時刻の入力」ボックスが表示され

ますので、レース開始時刻を入力して《ＯＫ》をクリックします。
すると、以下のような記録入力画面が表示されます。

④ ⑧

⑤
⑨

⑥ ⑦
④歴代記録表示
⑤「欠／出」、「順位付け」ボタン
⑥フィールド表示板コントロールメニュー（フィールド表示盤と連動する場合使用）
⑦所属消去・表示切換ボタン
⑧出場者数表示 － 欠場者を除いた出場者数
⑨「高さ入力」、「試技選択」、「コメント」、「入力終了」ボタン

７．バーの高さを入力します。
１）⑨の《高さ入力》ボタンをクリックします。 【Ｆ２】高さ入力

右のようなボックスが表示されます。
２）「No１」の欄から順に高さを数字キーで入力

します。 例．４ｍ００ → ４００
【Enter】【↑↓】次のバーの高さに移る
【実行】【Alt＋Enter】入力終了
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★記録の入力（フィールド－走高跳・棒高跳編）

８．試技の結果を入力します。 【Ｆ４】試技選択
１）⑨の《試技選択》をクリックし、これから入力する高さを選択して《ＯＫ》をク 【↑↓】高さ選択

リックします。 【Enter】ＯＫ
※入力中は、⑦の《所属消去》ボタンをクリックして所属の表示を消しておくと、
入力しやすくなります。

２）これから試技を行う選手の高さの欄に上下左右のカーソルキー【↑↓→←】で移
動（またはマウスでクリック）します。

３）【Enter】を押すと試技入力ボックスが表示されます。
誤って【Enter】を押してしまって元に戻りたい場合は、【ESC】を押します。

４）試技結果を以下の記号を使って入力します。
【＋】 … 有効（いわゆる○） 【－】 … パス
【＊】 … 無効（いわゆる×） 【／】 … 途中棄権
１回目の入力を終了するときは【Alt＋Enter】【実行】を押すと登録され、もと
の入力位置選択に戻ります。同時に、その試技が有効試技であれば「記録」の欄
に記録が表示されます。
今入力した値をキャンセルして元に戻りたいときは【ESC】を押します。
※３回連続して無効試技をだすか、途中棄権をだした時点でそれ以降は跳べなく
なり、その選手のそれ以降の高さが入力できなくなります。

５）全員が一つの高さのバーの試技を終了したら、７－１）の処理に戻ります。
これを試技回数分だけ繰り返し、全選手に×が３個並ぶか／が付くと全試技終了
となります。

６）全ての試技が入力できたら、⑤の《順位付け》ボタンをクリックします。 【Ｆ７】順位付け
「記録をもとに順位を付けます。順位が書き換わります。よろしいですか？」 【Enter】
というメッセージが表示されますので、《はい》をクリックすると順位の欄に順
位がつき、記録順に並び変わります。

７）決勝試技について
１位が２名以上いる場合、決勝試技の入力をします。
・《決勝試技》ボタンをクリックします。
・「決勝試技を開始しますか？」というメッセージが表示されますので《ＯＫ》
をクリックします。

・決勝試技ボタンの横に新に表示された《高さ入力》ボタンをクリックします。
・バーの高さを入力します。
通常、同記録の選手が全員試技に失敗した最も低い高さでもう１回試技をしま
す。これでも順位が決まらなかった場合は、走高跳は２cm、棒高跳は５cmそれ
ぞれバーを上げ下げして試技を行い、１位が決定するまで繰り返します。ただ
し、各バーの高さは各人１回しか跳べません。

・記録の入力は１）～５）と同じです。ただし、決勝試技の入力位置は水色で表
示されます。
・１位が決まったら、《入力終了》ボタンをクリックし、決勝試技の入力を完了
します。すると、自動的に記録順に並べ変わり順位がつきます。

９．コメントを付け入力された記録を編集します。
１）コメントを入力したい選手の「コメント」の欄をクリックまたは【↑↓】で選択

します。
２）⑨の《コメント》ボタンをクリックすると、以下のような「コメント登録バー」 【Ｆ５】ｺﾒﾝﾄの設定

が表示されます。 ⑩

登録ボタン

３）⑩をクリックしコメントを選択して、《登録》ボタンをクリックするとコメント 【↑↓】選択
が登録されます。 【Alt＋Enter】登録

10．入力を完了したら⑨の《入力終了》ボタンをクリックします。 【Alt＋Enter】終了
・終了属性を選択します。 「完了」…通常終了 「未完了」…一時（仮）終了 【←→】選択
・レースの終了時刻を入力します。 【Enter】決定
・印刷指示を選択します。 「印刷する」…通常 「印刷しない」…未完了時
以上の項目を入力または選択して、《ＯＫ》をクリックすると記録入力画面からレ
ース参照画面へ戻ります。
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★記録の入力（フィールド－６回試技編）

★記録の入力（フィールド－６回試技編）

１．システムを起動させ、以下のようなメニューを表示させます。

②

③

①
①…記録エントリーメニュー表示ボタン
②…マシンＩＤ表示
③…ＥＸＩＴボタン － メインメニューを終了し、コンピュータを終了します。

２．①の《記録エントリー》ボタンをクリックします。 【Ｆ３】記録ｴﾝﾄﾘｰ
３．メニューバーの下に記録エントリーサブメニューが表示されたら、《１．コンソー

ラー（ロールコール・エントリー）》をクリックします。 【１】＋【Enter】
４．数秒で「プログラム・コンソーラー〔入力モード付〕」が表示されますので、記録 ｺﾝｿｰﾗｰ

を入力するレースを右クリックし、《詳細表示》を選択します。 【↑↓】移動
５．「レース参照画面」が表示され【Ctrl＋Ｆ４】を押すとパスワードダイアログが表 【Alt＋Enter】詳細表示

示されますのでパスワードを入力してください。
６．パスワードが正しく入力されれば、「レース開始時刻の入力」ボックスが表示され

ますので、レース開始時刻を入力して《ＯＫ》をクリックします。
すると、以下のような記録入力画面が表示されます。

⑧
④

⑤
⑨

⑥ ⑦ ※写真は走幅跳の場合

④歴代記録表示
⑤「欠／出」、「順位付け」ボタン
⑥フィールド表示板コントロールメニュー
⑦所属消去・表示切換ボタン
⑧出場者数表示 － 欠場者を除いた出場者数
⑨「試技選択」、「コメント」、「入力終了」、「自動入力」ボタン

７．試技の結果を入力します。
１）⑨の《試技選択》をクリックし、何回目の試技かを選択して《ＯＫ》をクリック 【Ｆ４】試技選択

します。
※入力中は、⑦の《所属消去》ボタンをクリックして所属の表示を消しておくと、【Enter】ＯＫ
入力しやすくなります。

２）これから試技を行う選手の１回目の欄をマウスでクリックします。 【↑↓→←】移動
※画面上の選手リストは試技順に並んでいますので、上から順に移動していけば
ＯＫです。



12 - MAT Athle32 Track&Field

★記録の入力（フィールド－６回試技編）

※ナンバーにより任意の選手へ移動する場合は、画面中央下の《検索》ボタンを
クリックしナンバーを入力すると、そのナンバーの選手の行にジャンプします。【Ｆ３】検索

３）【Enter】を押すと試技入力ボックスが表示されます。
誤って【Enter】を押してしまって元に戻りたい場合は、【ESC】を押します。

４）試技結果を以下の規則に基づき入力します。
【数値】 … 数字キーで記録を入力
【＊】 … 無効試技（いわゆる×）
【－】 … パス
【／】 … 途中棄権
【Enter】 … カーソルが右へ移動

・跳躍の場合
□□□ｍ□□Ｗ■□□．□

例）７□□ｍ２３Ｗ－０□．５
＊□□ｍ□□Ｗ■□□．□

・投てきの場合
□□□ｍ□□

例）４５□ｍ６８
－□□ｍ□□

５）【Alt＋Enter】【実行】で試技の結果が登録され、選手を選ぶモードに戻ります。

６）以上の２）～５）を人数回繰り返せば一つの試技が終了し、１）で次の試技を設
定して記録を入力していきます。ただし、３回目まで終了時点でカーソルを３回 【Ｆ７】順位付け
目の欄にあわせ、一度⑤の《順位付け》ボタンをクリックし、３回目までの順位
付けを行ってから４回目以降を入力します。

【Ｆ７】順位付け
７）全ての試技が入力できたら、必ず４～６回目の欄のどこかで⑤の《順位付け》ボ

タンをクリックします。「記録をもとに順位を付けます。順位が書き変わります。
よろしいですか？」というメッセージが表示されますので、《はい》をクリック
すると順位の欄に順位がつき、記録順に並べ変わります。

８．コメントを付け入力された記録を編集します。
１）コメントを入力したい選手の「コメント」の欄をクリックまたは【↑↓】で選択 【Ｆ５】ｺﾒﾝﾄの登録

します。
２）⑨の《コメント》ボタンをクリックします。すると、以下のような「コメント登

録バー」が表示されます。 ⑩

登録ボタン

３）⑩をクリックしコメントを選択して、《登録》ボタンをクリックするとコメント 【↑↓】選択
が登録されます。 【Alt＋Enter】設定

９．すべての入力を完了したら⑨の《入力終了》ボタンをクリックします。 【Alt＋Enter】終了
・終了属性を選択します。 「完了」…通常終了 「未完了」…一時（仮）終了 【←→】選択
・レースの終了時刻を入力します。 【Enter】決定
・印刷指示を選択します。 「印刷する」…通常 「印刷しない」…未完了時
以上の項目を入力または選択して、《ＯＫ》をクリックすると記録入力画面からレ
ース参照画面へ戻ります。
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※オープン出場者の処理

※オープン出場者の処理

この処理は、オープン出場者が正選手と同一組で競技した場合、この処理をすること
で順位から除外し、次ラウンドの番組編成からも除外することができます。

１．記録エントリーで記録を入力します。
（入力方法についてはそれぞれの入力方法のページを参照して下さい。）

２．オープン出場の選手にコメントを付けます。
１）オープン出場の選手の「コメント」の欄をクリックまたは【↑↓】で選択します。
２）画面中央の《コメント》ボタンをクリックします。 【Ｆ５】ｺﾒﾝﾄの登録

すると、以下のような「コメント登録バー」が表示されます。
コメント選択ボタン

登録ボタン

３）コメント選択ボタンをクリックし、《OPN:オープン出場》を選択して、 【↑↓】選択
《登録ボタン》をクリックするとコメントが登録されます。 【Alt＋Enter】登録

３．《順位付け》をクリックして順位付けし、《入力終了》で処理を終了します。 【Ｆ７】順位付け

オープン処理を行うと、その選手は最下行に移動し、順位対象から外れます。
オープン出場の取り扱いは、大会の性質や申し合わせ事項などにより異なります。
どのラウンドで適用するかは、それぞれの大会に応じて使用して下さい。
また、第１ラウンドで適用した場合は、第２ラウンド以降の番組編成に自動進出で
きません。競技会リスト（ＣＯＭＰＬＩＳＴ）からも除外されます。
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★記録コントロール編

★記録コントロール編

●記録コントロールマシンの役割

システムを起動させると、以下のようなメニューが表示されます。

①

②

①…マシンＩＤ表示
②…ＥＸＩＴボタン － メインメニューを終了し、コンピュータを終了します。

〈役割と起動〉
１．記録入力の監視をする。 【Ｆ３】記録ｴﾝﾄﾘｰ

《記録エントリー》ボタンをクリックし、さらに《１．コンソーラー》を起動し 【１】＋【Enter】
ます。 ｺﾝｿｰﾗｰ

２．混成競技の得点集計を行う。 【Ｆ３】記録ｴﾝﾄﾘｰ
《記録エントリー》ボタンをクリックし、さらに《１．コンソーラー》を起動し 【１】＋【Enter】
ます。 ｺﾝｿｰﾗｰ

３．番組編成を行う。 【Ｆ２】番組編成
《番組編成》ボタンをクリックし、さらに《１．番組編成》を起動します。 【１】＋【Enter】

番組編成

４．マスターの修正を行う。 《マスター・メンテナンス》ボタンをクリックします。 【Ｆ１】ﾏｽﾀｰ･ﾒﾝﾃﾅﾝｽ
（Ⅰ）出場選手マスターの修正 《１．競技者マスター》を起動します。 【１】
（Ⅱ）所属団体マスターの修正 《２．所属団体マスター》を起動します。 【２】
（Ⅲ）固定情報マスターの修正 《３．固定情報マスター》を起動します。 【３】 ＋【Enter】
（Ⅳ）種目マスターの修正 《４．種目マスター》を起動します。 【４】
（Ⅴ）競技マスターの修正 《５．競技マスター》を起動します。 【５】

５．気象情報を入力する。
《記録エントリー》ボタンをクリックし、さらに《２．コンディションマスター》 【Ｆ３】記録ｴﾝﾄﾘｰ
を起動します。 【２】＋【Enter】

ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝﾏｽﾀｰ

６．タイムレースの決勝を作成する。 【Ｆ３】記録ｴﾝﾄﾘｰ
《記録エントリー》ボタンをクリックし、さらに《１．コンソーラー》を起動し 【１】＋【Enter】
ます。 ｺﾝｿｰﾗｰ

７．印刷スプーラーの設定。 【Ｆ９】印刷ｽﾌﾟｰﾗｰ
《印刷スプーラー》ボタンをクリックします。

８．競技会リストの印刷。 【Ｆ８】競技会ﾘｽﾄ
《競技会リスト》ボタンをクリックし、さらに《１．競技会リスト》を起動しま 【１】＋【Enter】
す。 競技会ﾘｽﾄ

９．対抗得点集計システム
●対抗得点設定
《マスターメンテナンス》ボタンをクリックし、さらに《９．対抗得点設定》を 【Ｆ１】ﾏｽﾀｰﾒﾝﾃﾅﾝｽ
起動します。 【９】＋【Enter】

●対抗得点集計 対抗得点設定
《対抗得点》ボタンをクリックし、さらに《１．対抗得点》を起動します。 【Ｆ７】対抗得点

【１】＋【Enter】
対抗得点
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１．記録入力の監視をする

１１．記録入力の監視をする
【Ｆ３】記録ｴﾝﾄﾘｰ

（１）メインメニューの《記録エントリー》ボタンをクリックし、さらに《１．コンソ 【１】＋【Enter】
ーラー》を起動します。 ｺﾝｿｰﾗｰ
すると以下のような画面が表示されます。

① ③

②
①ステータス表示 － そのレースの進行状況がわかります。
《記号の意味》
「 」なにもしていない
「○ 」ロールコール（招集処理）完了
「●●」記録入力完了
「◎ 」招集処理未完了のまま記録を入力した
「●○」記録入力中または未完了の状態

②ソート順の変更 － レースの並び順を変更できます。
「№」 レースナンバー順に並びます
「コード」 種目コード順に並びます
「コール」 コール時刻順に並びます
「スタート」 開始時刻順に並びます

③レース使用中のマシンＩＤ表示 － そのレースをどのマシンが使用しているか
がわかります。

（２）記録入力を監視したい競技を選択後、右クリックし《詳細表示》をクリックする 【↑↓】移動
と数秒後にレース参照画面が表示されます。 【Alt＋Enter】詳細表示

④ ⑤
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１．記録入力の監視をする

（３）④のソートボタンで《記録》を選択して記録モードで入力の様子を監視します。 【Ｆ４】記録順
入力端末で記録を入力すると表示が自動的に記録順に並び変わります。今すぐ表 【Ｆ１】オーダー順
示を更新したいときは⑤の更新ボタンを押すとマニュアルで更新できます。 【Ｆ６】順位順
入力が完了すると表示が更新されなくなります。
順位がついているか、コメントに間違いがないか、風力が必要な競技にはきちん 【Ｆ５】更新
と風力が入力されているか確認します。
間違いを見つけた場合は、直ちにインカムで連絡し入力したマシンで修正させま
す。入力マシンが次の競技の準備などで修正できない場合は、記録コントロール
で修正します。

（４）終了するときや別のレースを見るときは、画面右下の《ＥＸＩＴ》ボタンをクリ 【Ctrl＋F12】終了
ックすると、プログラム・コンソーラー画面に戻ります。

（５）全ての処理を終了するときは、プログラム・コンソーラー画面の右下の《サブメ 【ESC】ｻﾌﾞﾒﾆｭｰ終了
ニューを閉じる（ＥＳＣ）》ボタンをクリックすると、メインメニュー画面に戻
ります。
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２．混成競技の得点集計を行う

２２．混成競技の得点集計を行う

（１）メインメニューの《記録エントリー》ボタンをクリックし、さらに《１．コンソ 【Ｆ３】記録ｴﾝﾄﾘｰ
ーラー》を起動します。 【１】＋【Enter】

ｺﾝｿｰﾗｰ
（２）得点を集計したい混成競技の総合得点表を選択し右クリックで《詳細表示》をク 【↑↓】移動

リックします。 【Alt＋Enter】詳細表示
（３）「レース参照画面」が表示されたら【Ctrl＋Ｆ４】を押し、パスワードダイアロ

グが表示されますのでパスワードを入力してください。
（４）パスワードが正しく入力されれば、「レース開始時刻の入力」ボックスが表示さ

れますので、得点集計をする年月日と時刻を入力して《ＯＫ》をクリックします。
以下のような画面に選手名と種目毎の記録・得点のリストが表示されます。

①
③

※ここに掲載されている画面は所属表示を消去してあります。 ②
①「欠／出」、「順位付け」ボタン
②所属消去・表示切換ボタン
③「コメント」、「入力終了」、「自動入力」ボタン

（５）総合得点順に順位付けをします。①の《順位付け》ボタンをクリックすると、「記 【Ｆ７】順位付け
録をもとに順位を付けます。順位が書き変わります。よろしいですか？」という
メッセージが表示されますので、《はい》をクリックします。
順位の欄に順位がつき、記録順に並べ変わります。

（６）コメント（失格、途中棄権、新記録、タイ記録など）を付けます。
・コメントを入力したい選手の「コメント」の欄をクリックまたは【↑↓】で選択
します。

・③の《コメント》ボタンをクリックします。すると、以下のような「コメント登 【Ｆ５】ｺﾒﾝﾄの登録
録バー」が表示されます。 ④

登録ボタン

・④をクリックしコメントを選択します。その後、《登録》ボタンをクリックする 【↑↓】選択
とコメントが登録されます。 【Alt＋Enter】登録

（７）入力を完了したら③の《入力終了》ボタンをクリックします。 【Alt＋Enter】終了
・終了属性を選択します。 「完了」…通常終了 「未完了」…一時（仮）終了 【←→】選択
・レースの終了時刻を入力します。 【Enter】決定
・印刷指示を選択します。 「印刷する」…通常 「印刷しない」…未完了時

＊途中集計の時の処理→「未完了」－終了時刻－「印刷する」
＊完了終了の時の処理→「完了」－終了時刻－「印刷する」

以上の項目を入力または選択して、《ＯＫ》をクリックすると記録入力画面からレ
ース参照画面へと戻ります。
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３．番組編成を行う

３３．番組編成を行う

予選が終了した種目の準決勝や、決勝の番組編成をします。

（１）メインメニューの《番組編成》ボタンをクリックし、さらに《１．番組編成》を 【Ｆ２】番組編成
起動します。 【１】＋【Enter】

番組編成
（２）番組編成に必要な以下の項目を設定します。 【↑↓】選択

・競技選択 － 番組編成したい競技を選択します 【Enter】決定
・レース選択 － 次のラウンドを選択します 【Tab】次項目へ移動
・前レース － 前のラウンドを選択します

（次ラウンドが決勝の時は《*決勝のみ》を選択）
設定が完了したら《決定》ボタンを押します。 【Alt＋Enter】決定
すると「…番組を実行します。」というメッセージが表示されるので、よければ
《ＯＫ》をクリックします。 【Enter】ＯＫ

（３）次に、前ラウンドからの進出リストが表示されます。これは参照するだけですの 【ＥＳＣ】閉じる
で、右下の《閉じる》を押します。
※このとき、次ラウンド進出者が条件より多くいた場合、以下のような通過者を
決定する画面が表示されます。

進出チェック欄

通過させたい選手の進出チェック欄をクリックし、《１－進出》を選択します。
誤って進出を選択してしまったときは、進出チェック欄から《０－落選》を選
択すれば、選択をキャンセルすることができます。
条件にあった選手数だけ進出者を選択して《ＯＫ》を押すと、次の画面に進み
ます。

（４）右図のような「番組編成基礎情報入力フォーム」が表示されますので、番組編成 【Tab】移動
に必要な情報を入力します。 【Alt＋Enter】ＯＫ

・審判長名 審判長名を入力。
・記録主任 記録センター長あるいは記録主任名を入力。
・その他 通常入力しません。
・組数＊ 何組に分けるか。
・測定区分 通常すでに入力されています。
・条件＊ □着＋□（何着＋α）の次ラウンドに進出できる

着どり数を入力します。
タイムレースの場合はチェックをつけます。

・日付、時刻 西暦４桁－月２桁－日２桁
最終コール完了時刻、競技開始時刻を入力。
日付時刻記憶は入力した日時が次の競技の番組
編成時まで保持されます。

＊決勝の番組編成の際は表示がありません。 ※写真はトラック競技準決勝

各項目の入力が済んだら《ＯＫ》をクリックします。 【Alt＋Enter】ＯＫ

（５）「総エントリーリストを出力しますか？」
予選ラウンドに出場した選手が記録順に印刷されます。 【Enter】決定
《ＯＫ》または《キャンセル》を押します。 【ESC】キャンセル

（６）「進出チェックリストを出力しますか？」
次ラウンドに進出する選手が前ラウンドの記録順に印刷されます。 【Enter】決定
《ＯＫ》または《キャンセル》を押します。 【ESC】キャンセル
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３．番組編成を行う

（７）「仮組分けリストを出力しますか？」 【Enter】決定
仮の組分けリストが出力されます。予選ラウンドでの記録や、順位が表示され 【ESC】キャンセル
るのでマニュアル調整をする際の参考にします。
《ＯＫ》または《キャンセル》を押します。

（８）自動的に以下のようなマニュアルによる組み分けの画面になります。
先に印刷した仮組分けの順序を並び替えたり、組をかえ選手を交換することができます。

①

② ③
①表示組変更ボタン － 表示組を選択します。 【Ｆ５】／【←→】

《Ｒ》は番組外の選手が表示されます。 ／【Enter】組変更
②各種操作ボタン
《マーク》 移動もしくは入れ替えたい選手をマークします。 【Ｆ１】マーク
《移動》 マークした選手を任意のところに移動します。 【Ｆ２】移動
《置換》 マークした選手と入れ替えたい選手を置換します。 【Ｆ３】置換
《削除》 マークした選手を番外へ移動させ、番組から削除します。 【Ｆ４】削除
《検索》 検索条件を設定し、選手を検索します。 【Ｆ７】検索
《同所印刷》 同所属の状態を表示／印刷します。 【Ｆ９】同所印刷
《組分ﾘｽﾄ》 仮組分けリストを印刷します。 【Ｆ８】組分ﾘｽﾄ
《番組情報》 番組情報を編集します。 【Ｆ10】番組情報

③《完了》ボタン － マニュアルによる番組の編成を終了します。 【Alt＋Enter】完了

（９）マニュアルによる番組編成が終了したら、《完了》ボタンを押します。
「番組編成リストを出力しますか？」というメッセージが表示されます。
通常は必ず出力します。
《ＯＫ》または《キャンセル》を押すことによって番組編成は終了します。 【Enter】決定
番組編成の競技選択画面に戻ります。

（10）プログラムを終了するときは画面右上の《ＥＸＩＴ》ボタンをクリックすると、 【Ctrl＋F12】終了
メニュー画面に戻ります。

※その他の設定
・トラック競技の選手配置レーンを変更する

→《１．番組編成》を起動後、競技選択メニュー画面左下の「配置開始」ボタン
から配置したいレーンを選択します。

・番組編成リストなどを印刷せず、リストだけ作成する
→《１．番組編成》を起動後、競技選択メニュー画面右上の「印刷する。」ボッ
クスからチェックをはずして番組編成をします。

・入力した記録を保持しながら番組編成を実行する
→《１．番組編成》を起動後、競技選択メニュー画面右上の「記録保持」ボック
スからチェックをはずして番組編成すると、記録を保持したまま番組編成する
ことができます
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４．マスターの修正を行う

４４．マスターの修正を行う

ⅠⅠ．出場選手マスターの修正

（１）メインメニューの《マスターメンテナンス》ボタンをクリックし、さらに《１． 【Ｆ１】ﾏｽﾀｰﾒﾝﾃﾅﾝｽ
競技者マスター》を起動します。 【１】＋【Enter】

競技者マスター
（２）以下のような競技者マスターメンテナンス・トップフォームが表示されます。

① 新規登録
ボタン

（３）修正したい選手のＤＢコードを①に入力し、ＯＫをクリックしてその選手の情報
を呼び出します。ＤＢコード以外に以下のような検索の方法があります。
・ＤＢコード ９桁のＤＢコードで検索します
・ナンバー 男子の場合「№＋*1」／女子の場合「№＋*2」
・氏名１ 名字またはフルネームで検索します（漢字）
・氏名２ 名字またはフルネームで検索します（ﾌﾘｶﾞﾅ）
・都道府県 ２桁の都道府県コードで検索します
・所属団体ｺｰﾄﾞ ６桁の所属団体コードで検索します
・競技ｺｰﾄﾞ 競技コード「種目６桁＋性別１桁＋種別２桁」で検索します

（ナンバー検索は、ナンバー管理プログラムをロードさせた場合のみ可能です）

（４）以下のような競技マスター編集画面が表示され、氏名・性別・所属都道府県・所 【Tab】項目移動
属団体ナンバーなどが修正できます。 【Ｆ３】所属参照

↑競技登録変更画面

←競技マスター変更画面

出場している競技について編集したいとき
・《競技登録・変更》 既に登録されている競技の内容を変更できます。 【Ｆ２】

また、出場競技を追加することもできます。 競技登録・変更

・《競技削除》 既に登録されている競技を削除します。 【Ｆ４】削除

（５）各項目の編集が済んだら《更新》をクリックし、競技者マスターメンテナンス・ 【Ｆ12】更新
トップフォームに戻ります。
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４．マスターの修正を行う

（６）競技者マスターメンテナンスを終了するには、①の欄を何も入力されていない状 【Enter】決定
態にすると、その右にある《ＯＫ》ボタンが《終了》ボタンに変わりますので、
《終了》を押してください。

※選手を新規登録（追加）したい場合の処理
１．競技者マスターを起動後、①の欄に新規登録したい選手のＤＢコードを入力し、

「新規登録ボタン」にチェックをつけ、《ＯＫ》ボタンをクリックします。

２．「ＤＢ〔?????????〕を新規登録します。よろしいですか？」というメッセージが
出ますので《ＯＫ》を押すと、競技者マスター編集画面が表示されますので、氏
名・性別・所属都道府県・所属団体ナンバーなど必要事項を登録します。

３．必要に応じて競技を登録します。

４．全ての入力・登録が終了したら、《更新Ｆ12》をクリックし競技者マスターメン 【Ｆ12】更新
テナンス・トップフォームに戻ります。

★マスターの修正終了後は、情報をネットワークにアップロードしなくてはなりません。
アップロードの方法は〈４－Ⅵ〉の項を参照してください。
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４．マスターの修正を行う

ⅡⅡ．所属団体マスターの修正

（１）メインメニューの《マスターメンテナンス》ボタンをクリックし、さらに《２． 【Ｆ１】ﾏｽﾀｰﾒﾝﾃﾅﾝｽ
所属団体マスター》を起動します。 【２】＋【Enter】

所属団体マスター
（２）以下のような所属団体マスターメンテナンス画面が表示されます。

①

②入力エリア

（３）修正したい所属団体の行をクリックします。すると所属団体の詳細情報が②の入 【↑↓】画面ｽｸﾛｰﾙ
力エリアに表示されます。修正したい項目をクリックして直接修正してください。【Enter】選択修正
※新しく所属団体を追加したいときは入力エリアの所属コードの右にある《新規 【Ctrl＋N】新規追加
（Ctrl+N）》をクリックすると新しく所属団体を追加することができます。

（４）入力・修正後は画面中央下の《保存（F12）》をクリックして保存します。 【Ｆ12】保存

（５）所属団体の削除
・削除したい所属団体を選択し、画面中央下の《削除（Ctrl+Del）》をクリック 【Ctrl＋Del】削除
します。
・「所属〔??????〕を削除します。よろしいですか？」というメッセージが表示
されますので、よければ《ＯＫ》をクリックします。

（６）所属団体の検索 【Ｆ３】検索
画面右下の検索ボックスに所属コード、所属名
カナ、所属名のいずれかを入力し、《検索》ボ
タンをクリックすると所属団体を検索できます。

（７）所属団体マスターの印刷 【Ctrl＋P】印刷
所属団体マスターを印刷することができます。
・①の《ファイル》をクリックし、続いて《印刷》をクリックします。
・「所属団体マスターメンテナンス一覧表の印刷を行います。」というメッセ
ージが表示されますので、《ＯＫ》をクリックします。

※通常使うプリンタに設定されているプリンタドライバで印刷します。

（８）所属団体マスターの修正を終了するときは、画面右下の《ＥＸＩＴ》をクリック 【Ctrl＋Ｆl2】終了
するとメニュー画面に戻ります。

★マスターの修正終了後は、情報をネットワークにアップロードしなくてはなりません。
アップロードの方法は〈４－Ⅵ〉の項を参照してください。
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４．マスターの修正を行う

ⅢⅢ．固定情報マスターの修正

（１）メインメニューの《マスターメンテナンス》ボタンをクリックし、さらに《３． 【Ｆ１】ﾏｽﾀｰﾒﾝﾃﾅﾝｽ
固定情報マスター》を起動します。 【３】＋【Enter】

固定情報マスター
（２）以下のような固定情報マスターメンテナンス画面が表示されます。

①

②入力エリア
（３）①で修正したい固定情報マスターを選択します。

1－大会の正式名称・主催者名・競技場名などの
印刷物のヘッダーの登録

2－天気コード
3－風向コード
4－性別コード
5－種別コードの左の桁
6－種別コードの右の桁
7－予選、準々決勝、準決勝、決勝など
8－フィールド、1/100秒、1/10秒、秒
9－未使用
10－試合状況のマーク
11－記録の単位
12－JISコードによる県名リストと陸連コード体系の学連、外国のリスト
13－コメントに使用するコード・表示など
14－各種目帳票のヘッダーに印刷する歴代記録リストなど
15－国体のコード体系による県名リスト（国体数）を含む
16－13の解説用で13と対応
17－記録入力画面の上に参照用に使用
18－マラソンの歴代記録情報を登録
※通常修正が必要な項目は「1.5.6.13.14.16.17」です。

（４）入力修正する項目を選択後、修正したい行を選択すると修正可能になります。 【↑↓】画面ｽｸﾛｰﾙ
【Enter】選択修正

（５）入力修正するときは②の入力エリアで修正します。 【Enter】保存
入力修正後《保存》ボタンをクリックすると表示が変わります。

（６）終了するときは、画面右上の《EXIT》をクリックするとメニュー画面に戻ります。 【Ctrl＋Ｆl2】終了

★マスターの修正終了後は、情報をネットワークにアップロードしなくてはなりません。
アップロードの方法は〈４－Ⅵ〉の項を参照してください。
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４．マスターの修正を行う

ⅣⅣ．種目マスターの修正

登録されていない種目を登録したり、国際競技会などで名称を英語に修正するときに
使用します。データ作成時に修正を行うので、競技中の修正は通常ありません。

（１）メインメニューの《マスターメンテナンス》ボタンをクリックし、さらに《４． 【Ｆ１】ﾏｽﾀｰﾒﾝﾃﾅﾝｽ
種目マスター》を起動します。 【４】＋【Enter】

種目マスター
（２）以下のように登録されている種目の一覧が表示されます。

①入力エリア

（３）修正したい種目を選択すると①の入力エリアに詳細が表示されます。 【↑↓】画面ｽｸﾛｰﾙ

（４）入力修正するときは①の入力エリアで修正します。 【Enter】選択修正
入力修正後《更新》ボタンをクリックすると表示が変わります。 【Ｆ12】更新
※新しく種目を追加したいときは入力エリアの右にある《新規／ｸﾘｱ》をクリッ 【Ctrl＋N】新規追加
クすると新しく所属団体を追加できます。

（５）入力・修正後は画面右下の《保存》をクリックして保存します。 【Ctrl＋S】保存
また、《ソート》ボタンを押すと種目をコード順に並び替えることができます。 【Ｆ７】ソート

（６）種目の削除 【Ctrl＋Del】削除
・削除したい種目を選択し、画面右下の《削除》をクリックします。
・「CODE〔??????〕の種目を削除します。よろしいですか？」というメッセージ
が表示されますので、よければ《ＯＫ》をクリックします。

（６）終了するときは、画面右下の《終了》をクリックするとメニュー画面に戻ります。 【Ctrl＋Ｆ12】終了

★マスターの修正終了後は、情報をネットワークにアップロードしなくてはなりません。
アップロードの方法は〈４－Ⅵ〉の項を参照してください。
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４．マスターの修正を行う

ⅤⅤ．競技マスターの修正

（１）メインメニューの《マスターメンテナンス》ボタンをクリックし、さらに《５． 【Ｆ１】ﾏｽﾀｰﾒﾝﾃﾅﾝｽ
競技マスター》を起動します。 【５】＋【Enter】

競技マスター
（２）以下のように登録されている競技情報が表示されます。

①ｺｰﾄﾞ･ｴﾘｱ

②ﾍｯﾀﾞ･ｴﾘｱ

③記録･エリア
●登録されている情報
・競技コード（９桁）
〔種目コード（６桁）＋性別（１桁）＋種別（２桁）〕

・競技名称 競技コードの内容を表示
・記録表や結果表、スタートリストに印刷されるヘッダーの歴代記録などの指定

印刷する歴代記録リストの番号（固定情報マスター）を指定
・記録入力画面に表示する世界記録や日本記録を登録する

世界記録（WR）、日本記録（NR）、大会記録（GR）、ジュニア記録（JR）など
どの項目をどの順序で表示するかは固定情報マスターの〔17.画面表示歴代
記録ヘッダー〕で指定

（３）歴代記録のヘッダーの修正 【↑↓】競技選択
１）修正したい競技の競技コードまたは競技名をクリックします。 【Enter】選択
２）ヘッダ・エリアにすでに登録されている歴代記録が表示されます。 【Tab】エリア移動
３）②の部分に登録したい歴代記録リストの番号を入力します。

※【999】でリストの検索ができます。 【Enter】確定
４）②の隣のヘッダ表示部分をクリックすると、リストの編集ができます。
５）修正後①コード・エリアの《更新》をクリックします。 【Ctrl＋S】更新

（４）記録入力画面表示用歴代記録の修正 【↑↓】競技選択
１）修正したい競技の競技コードまたは競技名をクリックします。 【Enter】選択
２）記録・エリアにすでに登録されている歴代記録が表示されます。 【Tab】エリア移動
３）③の修正したい項目をクリックすると、数値を入力することができます。
４）数値入力後【Enter】を押し①コード・エリアの《更新》をクリックします。 【Enter】確定

【Ctrl＋S】更新
（５）新しく競技を登録する（①コード・エリア）

１）《新規／ｸﾘｱ》ボタンをクリックします。 【Ｆ１】新規／ｸﾘｱ
誤ってクリックしてしまった場合は《新規解除》ボタンをクリックします。 【Ｆ１】新規解除

２）性別コードと種別コードを入力し、種目を選択します。 【Tab】移動
３）《更新》ボタンをクリックして種目を登録します。 【Ctrl＋Ｆ12】終了
４）「該当するＥＮＴファイルが存在しません。作成しますか？」というメッセ
ージが表示されますので《はい》をクリックします。 【Enter】

（６）《印刷》ボタンをクリックすると現在登録されている競技の一覧が印刷できます。 【Ctrl＋P】印刷
【Ctrl＋Shift＋S】

（７）終了するときは、《保存》を押し、《終了》を押すとメニュー画面に戻ります。 データ保存
【Ctrl＋Ｆ10】終了

★マスターの修正終了後は、情報をネットワークにアップロードしなくてはなりません。
アップロードの方法は〈４－Ⅵ〉の項を参照してください。
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４．マスターの修正を行う

ⅥⅥ．マスターファイルのアップロードとダウンロード

★マスターの修正終了後は、情報をネットワークにアップロードしなくてはなりません。
アップロードは以下の手順で行います。

（１）メインメニューの《マスターメンテナンス》ボタンをクリックし、さらに《７． 【Ｆ１】ﾏｽﾀｰﾒﾝﾃﾅﾝｽ
マスターコピー》を起動します。 【７】＋【Enter】

マスターコピー
（２）以下のようにサーバーとローカルマシンの両方のマスター情報が表示されます。

処理方法ボタン

（３）修正を行ったマシンのマスターファイルとサーバーのマスターファイルとの矛盾
が生じると、自動的にステータスの欄に「矛盾」が表示され、処理の欄に「2:→
アップ」が表示されます。この指示に従ってサーバーのマスターファイルのバー
ジョンを更新します。更新は処理方法ボタンの《実行》をクリックすると更新さ
れます。

（４）コピーが終了するとステータスの「矛盾」が「ＯＫ」に変わり、マスターのバー
ジョンが１つずつ更新されます。

（５）処理を終了するときは、画面右下の《終了》ボタンをクリックすると、メニュー
画面に戻ります。

（６）マスター修正を実行した記録コントロールマシンとサーバー以外のマシンのマス 【Ｆ６】ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ
ターファイルの更新は、インフォメーション系のマシンは《インフォメーション》【４】＋【Enter】
メニューの《４．マスターコピー（自動）》で更新し、それ以外のマシンは《記 ﾏｽﾀｰｺﾋﾟｰ
録エントリー》メニューの《３．ＭＣＯＰＹマスターコピー》で更新します。 【Ｆ３】記録ｴﾝﾄﾘｰ

【３】＋【Enter】
※マスター修正後に起動させるマシンは、自動的にマスターをコピーしてくるので MCOPY
改めて実行する必要はありません。
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５．気象情報の入力

５５．気象情報の入力

（１）メインメニューの《記録エントリー》ボタンをクリックし、さらに《２．コンデ 【Ｆ３】記録ｴﾝﾄﾘｰ
ィションマスター》を起動します。 【２】＋【Enter】

ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝﾏｽﾀｰ
（２）以下のようなコンディションマスターメンテナンスが表示されます。

入力エリア
（３）《新規》ボタンをクリックし入力エリアから気象情報を入力します。 【Tab】項目移動

項目
１）日付 西暦４桁＋月２桁＋日２桁
２）時刻 ２４時間制で時２桁＋分２桁
３）天候 選択します
４）気温 ??.?
５）湿度
６）風向 選択します
７）風速
８）気圧
９）場所 観測場所

（４）すべての項目を入力した後、《保存》ボタンをクリックすると登録されます。 【Ctrl＋Ｓ】保存

（５）情報を印刷する。
登録した項目を印刷したい場合は、《印刷》ボタンをクリックします。 【Ctrl＋Ｐ】印刷
右図のような画面が表示されます。
・出力するコンディションを左の
ボックスから選択します。

・オプション項目で出力する条件
を選択します。

・サイン欄を出力したい場合は、
出力したい項目のチェックボッ
クスにチェックをつけます。

各種設定後、印刷ボタンをクリッ
クするとコンディションが印刷で
きます。このとき、印刷されるプ
リンタはWindowsで通常使うプリン
タに設定されているプリンタとなります。

（６）入力エリア右下の《終了》ボタンをクリックすると、コンディションマスターメ 【Ctrl＋Ｆ12】終了
ンテナンスを終了します。

※DOS版とWindows版の互換性について
DOS版ですでに入力してあるコンディションデータより古いデータを追加した場合、
DOS版では登録後日付時刻順に並び変わりますが、Windows版では最後に入力したもの
が下に並んでしまいます。この問題を解決するためには、Windows版で一度コンディ
ションマスターを起動し、《保存》を押すと日付時刻順に並びます。
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６．タイムレースの決勝を作成する （RelJ /L）

６６．タイムレースの決勝を作成する （RelJ /L）

（１）メインメニューの《記録エントリー》ボタンをクリックし、さらに《１．コンソ 【Ｆ３】記録ｴﾝﾄﾘｰ
ーラー》を起動します。 【１】＋【Enter】

ｺﾝｿｰﾗｰ
（２）結合したいレースの１組目を右クリックし《詳細表示》を選択して「レース参照 【↑↓】移動

画面」を表示します。 【Alt＋Enter】詳細表示

（３）結合したいレースが終了していることを確認します。
確認後、《タイムレース決勝作成ボタン》をクリックします。

タイムレース決勝作成ボタン

（４）パスワードを入力すると、右のような画面
が表示されます。

（５）結合するレースを選択します（種目名が 【↑↓】ｶｰｿﾙ移動
反転します）。すると、出力先（結合後） 【Tab】項目移動
の情報が自動的に割り当てられますので、 【Enter】ＯＫ
確認後《ＯＫ》をクリックします。

（６）「～ですが、よろしいですか？」という
メッセージが表示されますので《ＯＫ》 【Enter】ＯＫ
をクリックします。
これで、プログラム・コンソーラーのあ
いているところ（おもに一番下）に新し
い結合したレースが作成されます。

（７）新しく作成したレースを選択し、右クリックで《詳細表示》をクリックします。 【Alt＋Enter】
「レース参照画面」が表示された状態で【Ctrl＋Ｆ４】を押すとパスワードダイ 詳細表示
アログが表示されますのでパスワードを入力してください。 【Ctrl＋Ｆ４】

記録入力
（８）「レース開始時刻の入力」ボックスが表示されますが、すでに入力されているの 【Enter】ＯＫ

でそのまま《ＯＫ》をクリックします。すると、入力モードに変わります。

（９）《順位付け》ボタンをクリックして記録順に並べ替えます。 【Ｆ７】順位付け

（10）処理を完了したら《入力終了》ボタンをクリックします。 【Alt＋Enter】
・終了属性を選択します。 「完了」…通常終了 「未完了」…一時（仮）終了 入力終了
・印刷指示を選択します。 「印刷しない」 【←→】選択

以上の項目を入力または選択して、《ＯＫ》をクリックすると記録入力画面からレ 【Enter】決定
ース参照画面へと戻ります。

（11）各部署・結果の発表については競技会リストを印刷して配布することをおすすめ
します。詳しくは、「８．競技会リストの作成」を参照してください。
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７．印刷スプーラーの設定

７７．印刷スプーラーの設定

（１）メインメニューの《印刷スプーラー》ボタンをクリックします。 【Ｆ９】印刷ｽﾌﾟｰﾗｰ
すると、以下の９つのボタンが表示されます。 【１～９】＋【Enter】
１．印刷ｽﾌﾟｰﾗｰｶｽﾀﾑ設定 …２～９の機能に自由に設定できます。 左表各機能選択
２．印刷ｽﾌﾟｰﾗｰ …通常の印刷スプーラーの設定です。
３．印刷ｽﾌﾟｰﾗｰ（自動ＣＨ１） ｽﾀｰﾄﾘｽﾄと結果（ﾘｻﾞﾙﾄ）を自動で
４．印刷ｽﾌﾟｰﾗｰ（自動ＣＨ２） 印刷します。６～９が起動している
５．印刷ｽﾌﾟｰﾗｰ（自動ＣＨ３） 時は、結果のみ印刷されます。
６．印刷ｽﾌﾟｰﾗｰ（ｽﾀｰﾄﾘｽﾄ） …ｽﾀｰﾄﾘｽﾄのみを印刷します。
７．印刷ｽﾌﾟｰﾗｰ（ｽﾀｰﾄﾘｽﾄ自動ＣＨ１）
８．印刷ｽﾌﾟｰﾗｰ（ｽﾀｰﾄﾘｽﾄ自動ＣＨ２） ｽﾀｰﾄﾘｽﾄを自動で印刷します。
９．印刷ｽﾌﾟｰﾗｰ（ｽﾀｰﾄﾘｽﾄ自動ＣＨ３）

※３～５、７～９はそれぞれ同じものを２つ以上同時に起動することができません。
例）３を起動しているときに、さらにもう１台スプーラーを起動しようとすると

きは４を起動してください。 機能ボタン

●機能ボタン説明
（左から）
印刷 選択したリストを印刷します 【Ｆ９】印刷
任意印刷 任意のファイルを印刷します 【Ctrl＋Shift＋Ｆ９】
印刷設定 プリンターを設定します 任意印刷
View 選択したリストを表示します 【Shift＋Ｆ９】
最新 最新情報を表示します 印刷設定
Other 任意のスプール制御ファイル名を指定できます 【Ｆ２】View
設定 印刷を自動印刷に設定します 【Ｆ５】最新表示
Clear 現在のスプール制御ファイルをリネームして新規に設定します 【Ctrl＋Ｆ９】設定

（２）処理を終了するときは、画面右下の《終了》ボタンをクリックすると、メニュー 【Ctrl＋Ｆ12】終了
画面に戻ります。
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８８．競技会リストの作成

（１）メインメニューの《競技会リスト》ボタンをクリックし、さらに《１．競技会リ 【Ｆ８】競技会ﾘｽﾄ
スト》を起動します。 【１】＋【Enter】

競技会ﾘｽﾄ
（２）競技会リストに関する設定を行います。（右図参照） 【Tab】項目移動

・１ページあたりの行数（０で改ページなし）
・印刷指示

印刷する － 競技会リストを作成しているマシンに
接続されているプリンタに出力します。

ｽﾌﾟｰﾗｰに出力 － 印刷スプーラーにリストを出力します。
ﾌｧｲﾙ作成のみ － リストファイルのみ作成され、印刷さ

れません。
・ピッチ（cpi）
・大会タイトルを付ける／付けない
・印刷氏名

両方印刷 － N1とN2の両方を印刷します。
Name1のみ印刷 － N1（漢字など）の項目のみ印刷します。
Name2のみ印刷 － N2（ﾌﾘｶﾞﾅなど）の項目のみ印刷します。

・印刷人数の設定（記録上位何名を印刷するか）
全員／１０／２０／５０から選択します。

・設定保存ボタン
諸設定を保存できます。

（３）競技会リストの作成
１）リストの作成したい種目をクリックし選択します。
２）画面左下の《印刷検索》ボタンをクリックします。 【Ｆ９】印刷検索

すると、画面上部に作成可能なリスト項目が表示されます。
印刷可能なリスト項目

３）印刷したいリスト項目をクリックします。 【Ｆ１】予選・ｻﾏﾘ
「タイトルを入力してください。」と表示されますので、タイトルを入力し 【Ｆ２】２次予選
《ＯＫ》をクリックします。 【Ｆ３】準決勝

４）以上で競技会リストが作成されます。競技会リストを作成すると、作成した 【Ｆ４】全体ﾘｽﾄ
ことがそれぞれの項目欄に表示されます。

（４）競技会リスト作成の終了 【Ctrl＋Ｆ12】終了
画面右下の《終了》ボタンをクリックするとメニュー画面に戻ります。
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９．対抗得点集計システム

９９．対抗得点集計システム

●対抗得点設定

（１）メインメニューの《マスターメンテナンス》ボタンをクリックし、さらに《９． 【Ｆ１】ﾏｽﾀｰﾒﾝﾃﾅﾝｽ
対抗得点設定》を起動します。 【９】＋【Enter】

対抗得点設定
（２）新規集計を作成します。
１）画面左上の《ファイル》から《新規集計作成》を選択します。 【Ｆ１】新規集計作成
２）新規集計が作成され、タイトル１、タイトル２に現在選択中の競技会名など

がセットされますが、タイトル２には競技会名２ではなく、この得点集計表
の名称（例えば「男子総合」など）を入力してください（①）。

① ②

③

④

⑤ ⑨

⑥ ⑦ ⑧
３）所属団体単位で得点を集計するか、都道府県単位で得点を集計するかを②か

ら選択します。
４）③で与えるポイントの順位と得点を設定します。配点順位のプリセットから

「８」か「６」を選択すると自動的に得点テーブルに得点がセットされます。
８点制、６点制以外の場合は、得点テーブルの数字の欄をダブルクリックし、
直接編集して順位と得点設定します。

５）④の《競技追加》ボタンをクリックし、競技追加ウイ 直接入力の状態で
ンドウを表示します。ウインドウを表示した時点で、 【ｽﾍﾟｰｽ】＋【↑↓】
すでにすべての競技が選択された状態になっているの 選択／選択解除
集計したくない競技名をクリックして青い選択状態を
解除します。誤って選択を解除してしまった場合は、
その競技名をもう一度クリックすることで選択状態に
戻すことができます。
集計したい競技のみが選択されている状態になれば
《ＯＫ》ボタンをクリックして競技をセットします。
また、《競技削除》ボタンを使えば、集計競技欄に一度
セットした競技を削除することもできます。
★競技の並び順を入れ替えたい場合
（例．10000mWを4×400mの後に移動したい場合）
ⅰ．移動したい競技名を選択します。 上下に移動
ⅱ．右図の矢印ボタンで移動させたい場所まで移動します。
★表示される競技の名称を変更したい場合
（例．男子110mH(1.067m)を男子110mHに変更したい場合）
ⅰ．名称を変更したい競技名をダブルクリックします。
ⅱ．直接編集モードになりますので、希望の競技名称に変更し

ます。
ⅲ．変更後は【Enter】キーを押して確定します。
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６）⑤の《チーム追加》ボタンをクリックし、集計する所属団体または都道府県を
選択します。チーム名は、集計する得点がなければ印刷リストには出力されな
いので、すべてのチーム名を登録しておいてかまいません。画面左下の
《全選択》ボタンを押し、《ＯＫ》ボタンをクリックすればチームの追加は完了
です。また《チーム削除》ボタンを使えば、所属団体又は都道府県欄に一度セ
ットした所属団体または都道府県を削除することもできます。

７）必要に応じて厳密に順位判定をするかどうかを指定します。通常、都道府県対
抗の場合は厳密に順位判定しないので⑥のチェックをはずし、所属団体別の場
合は厳密に順位判定するので⑥にチェックを付けます。
※「厳密に順位付けする」とは、同得点が２チーム以上あった場合、同順位と
せず、１位の多いチームを上位にし、１位の数が同じならば２位の多いチー
ムを上位に、という具合に順位付けする方法のことです。

８）国体のように参加得点があたえられる場合は、⑦で設定します。あたえない
場合は「なし」を選択します。

９）男女を合わせた総合得点と、男女別の総合得点を同時に集計したい場合には、
⑧にチェックを付けます。

10）得点表の見出しを設定します（⑨）。
・「チーム」 …チーム名、学校名、高校名、大学名など
・「合計得点」…総合、総合得点、合計、合計得点など
・「参加得点」…参加得点など
※各項目とも見出し名が不要な場合は空欄にしておきます。

11）すべての項目が設定できたら、画面右下の《保存》ボタンをクリックしファイ 【Ctrl＋Ｓ】保存
ル名をつけて保存します。
注１）この対抗得点集計のファイルはCSV形式で保存されるため、直接Excelや

エディターなどで編集することも可能です。
注２）この対抗得点集計のファイルを以前のDOS版の大会運営システムで使用す

ることはできません。Windows版（Athle32）専用の得点設定ファイルと
なります。

（３）カタログへの登録
カタログは、実際に得点集計をしたり参照したりする側が、速やかに対抗得点
ファイルを選択できるように選びやすくするためのものです。

１）画面上部の《カタログ》から《カタログディレクトリの変更》をクリックし、
カタログの保存先ディレクトリを指定します。指定した後は、画面左下に参照
しているディレクトリ名が表示されています。

２）画面左上の《ファイル》から《カタログに追加》を選択するか画面中央下の 【Ｆ３】ｶﾀﾛｸﾞに追加
《カタログ追加》ボタンをクリックし、「名称「○○○○」で追加します。よろ
しいですか？」というメッセージが表示されたら、《ＯＫ》を選択し、現在表示
中の対抗得点集計設定をカタログへ登録します。
また、不要になった集計をカタログから削除してその大会で使用するもののみ
にすることで、利用しやすくなります。削除は、画面上部の《カタログ》の
《Catego.csvリスト選択（編集／削除）》から行い、またその際にカタログに表
示される対抗得点の名称もわかりやすいものに変更ができます。

競技会中は、通常下図のような設定にしておくことをおすすめします。
この図では、サーバのTOKUTENフォルダに各種対抗得点設定ファイルとカタログ
ファイルが保存してあるという状態です。
カタログファイルを参照することで、ネットワーク上のどのコンピュータから
でもこのカタログファイルから得点集計したい競技を選んで、得点集計を行う
ことができます。

（４）以上で設定は終了です。画面右下の《終了》ボタンをクリックすると、サブメニ 【Ctrl＋Ｆ12】終了
ュー画面に戻ります。
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●対抗得点集計

（１）メインメニューの《対抗得点》ボタンをクリックし、さらに《１．対抗得点》 【Ｆ７】対抗得点
を起動します。 【１】＋【Enter】

対抗得点
（２）集計を開きます。
★「カタログ」から開く
１）画面上部の《カタログ》から《Catego.csvﾘｽﾄ選択(編集／削除)》を選択します。 【Ｆ８】
２）集計したい得点ファイル名をクリックし、画面右下の《ＯＫ》ボタンをクリッ Catego.csvﾘｽﾄ選択

クすると集計を開くことができます。 【Enter】ＯＫ
★「集計を開く」から開く
１）画面左上の《ファイル》から《集計を開く》を選択します。
２）直接集計したい得点ファイルの格納先を選択し、《開く》をクリックします。

⑬

⑩ ⑪ ⑫
（３）得点集計を行います。
１）得点集計をします。

・単一競技のみ集計…集計したい競技の得点表示欄をクリックし、その後⑪の 【Ｆ２】単競技集計
《単・競技集計》をクリックします。その競技が終了してい
れば自動的に得点が集計され種目名の欄が黄色に変わります。

・全競技を一括集計…⑪の《全・競技集計》をクリックします。競技が終了し 【Ｆ３】全競技集計
ているものすべてが自動的に集計されます。

・未集計分を一括集計…⑪の《未集計分集計》をクリックします。まだ集計さ 【Ｆ４】未集計分集計
れていない競技で競技が終了しているもの全てが自動
的に集計されます。

２）各集計法で集計後、⑩で並び順（ソート順）を選択します。 【Ｆ１】ｿｰﾄ順切替
３）ボーナス得点などで強制的に得点を変更したい場合は、変更

したい得点の欄を選択後、⑫の《得点強制変更》ボタンをク 【Ｆ６】強制変更
リックし追加得点を設定することができます。強制的に変更
した後の得点には「*」が表示されます。 ↑得点強制変更画面

注）得点を強制変更後、その競技を再び単集計または全競技集計すると、変更
した得点が元に戻ってしまいますので注意が必要です。

４）⑬でセルの表示形式を得点表示にするか順位表示にするかを選択できます。 【Ｆ５】表示切替
５）すでに集計済みのある一つの競技の得点を消去したい場合は、得点消去したい

競技の得点欄を選択後、画面左上の《編集》－《単競技得点消去》の順にクリ 【Shift＋Del】
ックすると得点を消去することができます。 単競技得点消去

（４）得点表を印刷します。
画面左上の《ファイル》メニューから《印刷》を選択し、日付・大会名などを付 【Ctrl＋Ｐ】印刷
けるかどうか設定します。 【Ctrl＋Alt＋Ｐ】
設定後、《印刷》をクリックすると得点表が印刷されます。 印刷設定

（５）得点集計を終了するときは、画面右下の《終了》ボタンを押すとメニュー画面に 【Ctrl＋Ｆ12】終了
戻ります（集計した得点は自動的に保存されています）。
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（６）その他の機能について
●見出しの編集
「チーム」「合計得点」「参加得点」などの見出し名を編集することができます。
・画面左上の《編集》から《見出編集》をクリッ
クします。

・各項目を入力編集後、《ＯＫ》をクリックすると
反映されます。

●ＣＳＶファイルへの出力
得点表をＣＳＶ形式のファイルに出力変換することができます。 【Shift＋Ｆ９】
・画面左上の《編集》から《ＣＳＶ出力》をクリックします。 ＣＳＶ出力
・保存先を聞いてきますから、指定し、ファイル名を付けて保存します。

●Excelなどへの得点表のコピー
得点表をExcelなどへコピーし編集することができます。
・画面左上の《編集》から《全選択》をクリックし、その後《コピー》をクリッ 【Ctrl＋Ａ】全選択
クします。 【Ctrl＋Ｃ】コピー

・Excelなどの編集したいソフトを起動し、《貼り付け》を選択します。 【Ctrl＋Ｖ】貼付
すると、得点表がコピーされ、編集することができます。
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★データのバックアップとリストア

競技会終了後にデータのバックアップを取ったり、取ったバックアップデータを復元
したりします。

データのバックアップ

１．メインメニューの《システム・メンテナンス》ボタンをクリックし、パスワードを 【Ｆ５】ｼｽﾃﾑ･ﾒﾝﾃﾅﾝｽ
入力すると、システムメンテナンスメニューが表示されます。 【３】＋【Enter】

２．《３．データのバックアップ》をクリックします。すると、以下のような画面が表 ﾃﾞｰﾀのﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ
示されます。

３．バックアップに関する設定をします。
①バックアップ元を指定します。通常競
技会の時は、「F:\」にします。

②保存形式を指定します。
・データ形式…データのまま保存
・ＬＺＨ形式…ＬＺＨ形式で圧縮保存

③バックアップファイルの保存先を指定
します。《参照》ボタンクリックする
と、ディレクトリの選択ができます。

④バックアップを新規で作成するか、既
存のファイルを更新するかを選択しま
す。

⑤どのファイルのバックアップを取るかを選択します。
・ＭＡＳＴ－ファイル 各種マスターファイル
・ＥＮＴ－ファイル 競技エントリー情報関係ファイル（ent*.dat）
・ＲＥＬ－ファイル レース情報関係ファイル（rel*.dat）
・ＰＲＯＧ－ファイル 進行状況・グラコン
・ＴＯＫＵＴＥＮ－ファイル 対抗得点ファイル
・ＥＮＴＬＳＴ－ファイル 番組リスト
・ＲＥＬＬＳＴ－ファイル スタートリスト・結果リスト
※全選択する場合は《全選択》を、全解除する場合は《全解除》をクリックします。

⑥単一の圧縮ファイルを作成したい場合は、「単一ＬＺＨ」にチェックを付け、その
下に表示されるファイル名の欄にＬＺＨのファイル名を入力します。更新の場合は
《参照》ボタンで既存のファイル選択することもできます。

４．設定完了後、画面上部の《実行》ボタンを押すとバックアップが開始されます。
５．バックアップ終了後、画面右下の《終了》ボタンをクリックすると、サブメニュー

画面に戻ります。

データのリストア

１．メインメニューの《システム・メンテナンス》ボタンをクリックし、パスワードを 【Ｆ５】ｼｽﾃﾑ･ﾒﾝﾃﾅﾝｽ
入力すると、システムメンテナンスメニューが表示されます。

２．《２．データのリストア》をクリックすると、以下のような画面が表示されます。 【２】＋【Enter】
３．リストアに関する設定をします。 ﾃﾞｰﾀのﾘｽﾄｱ
①リストア元を指定します。
②リストアするデータの形式を指定します。
③リストア先を指定します。通常競技会では
「F:\」にします。

④リストアを新規（フォルダを新規作成）で行う
か、既存データを更新して行うかを指定します。

⑤どのファイルをリストアするか選択します。
⑥リストアファイルの形式が単一ＬＺＨの場合選
択し、ＬＺＨファイル名を入力します。

⑦リストア後、サーバーのバージョンを『１』に
リセットするかを選択します。

４．設定が完了したら、画面上部の《実行》ボタン
をクリックするとリストアが開始されます。

５．リストア終了後、画面右下の《終了》ボタンをクリックすると、サブメニュー画面
に戻ります。
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★インプウィンド（風力コントロール）

風力情報を管理し、風力の必要なレース（試技）を指定して風力を割り当て、データ
を更新することができます。また連動可能なデジタル風力測定装置と接続し、自動的に
風力情報を受信してその情報をレース（試技）に割り当てることもできます。

１．風力コントロールの起動
１）メインメニューの《風向風速管理》ボタン 【Ｆ10】風向風速管理

をクリックし、《１．インプウィンド》を 【１】＋【Enter】
起動します。 ｲﾝﾌﾟｳｨﾝﾄﾞ

２）毎日初回起動時には、INPWIND制御ファイル
（データを保存しておくファイル）を作成する
メッセージが表示されます。
《はい》をクリックしてファイルを作成して下さ
い（ファイル名は「TWyymmdd.LOG」となります）。

２．風力の追加
１）風力コントロールメイン画面の《追加》ボタンをクリックします。

【Insert】追加

２）風力入力欄が表示されたら、風力を入力します。
入力形式 ＋□□．□または－△△．△ 【数字】キー

「．」はあらかじめ入力されています。 【Enter】移動・登録
例）+1.0の場合「+1」、「Enter」（移動）、「0」と入力
【Enter】キーで登録します。

ここに風力とその登録した時刻が表示されます。
※誤って風力を入力した場合など、一度入力した風力を編集したい場合は、編集し 【Ｆ２】変更
たい風力を選択し《変更》ボタンをクリックして値を修正してください。

３．トラック競技への割り当て方法
１）「２．風力の追加」の手順で風力を追加します。
２）《競技》ボタンをクリックすると、当日予定されている競技が表示されるので、 【Ｆ１】競技選択
風力を割り当てたい競技をダブルクリックします。

３）画面左側で割り当てたい風力を選択した後、画面右側で割り当てたいレースをダ
ブルクリックします。

【Enter】風割当て

風力を入力して
【Enter】で登録

風力を選択

レースを
ダブルクリック

選択するとレースが表示されます。



割り当て確認メッセージが表示されますので
《ＯＫ》ボタンをクリックしてください。 【Enter】ＯＫ
これで、割り当ては完了です。
※《解除》ボタンをクリックすると一度割り当て 【Ｆ４】割当て解除
た風力を解除することができます。

４．フィールド競技への割り当て方法
１）トラック競技の割り当てと同様に、《競技》ボタンをクリックして割り当てたい 【Ｆ１】競技選択

競技を選びます。風力を割り当てたいレースをダブルクリックすると、その下に
試技選択ウインドウが表示されます。

２）画面左側で割り当てたい風力を選択した後、 【↑・↓】移動
画面右下で割り当てたい試技をダブルクリ 【Enter】風割り当て
ックします。

３）割り当て確認メッセージが表示されますので
《はい》ボタンをクリックしてください。 【Enter】はい
この操作を、全試技が終了するまで行えば登録完了となります。
※《解除》ボタンをクリックすると一度割り当てた風力を解除することができます。 【Ｆ４】割当て解除

６．風力コントロールの設定
１）画面右上の《設定》ボタンをクリックす 【Ｆ８】設定

ると「風力コントロールの設定」ウインド
ウが表示されます。

・通信ポートの設定は、風力測定装置との
接続に使うポートを指定できます。

・参照ボタンをクリックすると、現在選択中の風情報ログファイル以外の日付のロ
グファイルを処理対象とすることができます。これにより、前日の風や以前の風
についても後日処理することができます。

２）設定終了後、《ＯＫ》ボタンをクリックします。 【Enter】ＯＫ
このとき、処理日付に新しい日付を入力した場合は、INPWINDの制御ファイル
「TWyymmdd.LOG」ファイルを作成するかどうかを聞いてきますので、《はい》を
クリックすると、新しい風力コントロール画面を開くことができます。

７．風力測定装置からの自動受信
連動可能なデジタル風力測定装置とコンピュータをＲＳ２３２／４２２で接続する
と、測定した風力を自動的にコンピュータに取り込むことができます。
「２．風力の追加」が自動的に行われるだけで、割り当てる操作は手動で風力を追
加する場合と変わりありません。
※デジタル風力測定装置との接続には、通信ポートの設定が必要となる場合があります。

設定は「６．風力コントロールの設定」を参照してください。

８．処理をすべて終了するときは、画面右下の《終了》ボタンをクリックすると、サブ 【Ctrl＋Ｆ12】終了
メニュー画面に戻ります。

ダブルクリックして
試技選択ウインドウを表示
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複数レース処理

この処理では、１台のコンピュータで種別（組）の異なるレースを複数同時に処理することができます。
例）男子５０００ｍ決勝と男子オープン５０００ｍ決勝の複数レース入力処理画面↓

男子

5000m

決勝

男子

ｵｰﾌﾟﾝ

5000m

複数レース処理に関する注意事項と処理を行うための準備

・この処理は、すべてのトラック・フィールド競技（混成競技の個々の競技は不可）、駅伝・クロスカントリ
ーリレー以外の道路競技において使用可能です。混成競技には対応していません。
同時に処理できるのは同一種目に限られます。

・複数同時に処理できる最大レース数は５レースです。

・トラック競技の場合は、同時に処理しようとしているレース（組）に、同一のレーン（オーダー番号）が存
在すると同時入力処理はできません。事前に番組編成を行い、レーンが重ならないように調整しておく必要
があります。上図の例では、事前の番組編成の段階で、男子５０００ｍ決勝のレーン配置を１～10レーンに、
男子オープン５０００ｍのレーン配置を11～16レーンにしています。

・途中時間の入力には対応していません。

・高跳系競技において、バーの高さは同一処理する全てのレースにおいて同一のものとなります（高さが異な
る場合、複数レース同時処理はできません）。また、複数レース処理中は、決勝試技の入力はできません。

MAT Athle32 MultiRace -1

複数レース処理
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複数レース処理に対応した番組編成

複数レース処理に対応した番組編成

前項でも解説されている通り、トラック競技において複数レース処理する場合は事前に番組編成でレーンが
重ならないように調整しておく必要があります。手順は以下の通りです。

番組編成のマニュアル調整画面において、
この部分を右クリックし、表示されたメニューから《挿入》を選択する。

↓空の行が１行挿入され他のレーンが下にずれる。

全ての行が１行（１レーン）下に移動するので、
この操作を繰り返し、配置開始レーンを調整する。
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複数レース同時記録入力処理（競走競技）

複数レース同時記録入力処理（競走競技）

コンピュータを起動すると、以下のようなメニューが表示させます。

１．《記録エントリー》をクリックします。 【Ｆ３】記録ｴﾝﾄﾘｰ

２．《１．コンソーラー（ロールコール・エントリー）》 【１】＋【Enter】
をクリックします。

３．記録を入力するレースを右クリックし、
《詳細表示》を選択します。 【Alt＋Enter】詳細表示

４．「レース参照画面」が表示されたら、画面中央下の《複数レース呼び出し》を
選択します。

【Ctrl＋Ｆ４】記録入力

５．「複数レース選択」ウインドウが表示されます。同時処理したい
レースを選択し、《決定》ボタンをクリックします。
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複数レース同時記録入力処理（競走競技）

６．参照していた画面の下に、「複数レース選択」で選択した種目が
つながったレース参照画面が表示されますので、レース名部分
を右クリックして《記録入力》を選択します。

７．パスワードとレース開始時刻を入力
し《ＯＫ》をクリックします。
記録入力画面に切り替わります。

８．記録を入力します。入力方法は、通常の記録入力方法と同様です（オートタイム入
力にも対応しています）。

９．全ての競技者に記録が割当たれば、
次に順位付けを行います。
《順位付け》ボタンをクリックし、
記録順に並べ替えます。このとき順
位は自動的にレースごとに付けられ
ます。

例）男子5000mの順位

男子ｵｰﾌﾟﾝ5000mの順位

順位付けボタン

【Ｆ７】順位付け
10．風力が必要な種目には、《風入力》ボタンをクリックし、風力を入力します。 【Ｆ８】風入力

入力方法は通常の入力方法と同様です。一度入力すると、複数レース処理している
全てのレースに同一の風力が割り当てられます。

11．コメントの入力が必要な場合はコメントを付け、通常の終了処理を行います。 【Ｆ５】コメント
【Alt+Enter】入力終了

※印刷について
「完了終了で印刷する。」を選択した場合、スプーラーには複数レース処理をしてい
たレースごとの完了（結果）リスト全て（２レースを同時処理していた場合は２レー
ス両方の結果リスト）が出力されます。
記録入力処理中に、画面中にある《印刷》ボタンをクリックした場合は、現在カーソ 【Ｆ９】印刷
ルがある競技者のレースのみが印刷されます。



MAT Athle32 MultiRace -5

複数レース同時記録入力処理（フィールド競技）

複数レース同時記録入力処理（フィールド競技）

コンピュータを起動すると、以下のようなメニューが表示させます。

１．《記録エントリー》をクリックします。 【Ｆ３】記録ｴﾝﾄﾘｰ

２．《１．コンソーラー（ロールコール・エントリー）》 【１】＋【Enter】
をクリックします。

３．記録を入力するレースを右クリックし、
《詳細表示》を選択します。 【Alt＋Enter】詳細表示

４．「レース参照画面」が表示されたら、画面中央下の《複数レース呼び出し》を
選択します。

５．「複数レース選択」ウインドウが表示されます。同時処理したい
レースを選択し、《決定》ボタンをクリックします。



高さが同一の場合

のみ複数処理可能

６．参照していた画面の下に、「複数レース選択」で選択した種目が
つながったレース参照画面が表示されますので、レース名部分
を右クリックして《記録入力》を選択します。

７．パスワードとレース開始時刻を入力
し《ＯＫ》をクリックします。
記録入力画面に切り替わります。

８．記録を入力します。入力方法は、通常の記録入力方法と同様です（自動入力にも対
応しています）。
ただし、高跳系の競技では、レースごとに個別の高さを設定することはできません。
複数レース処理を行っているレースは同一の高さの処理となります。
複数レース処理中は決勝試技の入力もできません。
↓高跳系の記録入力画面

↓６回試技系の入力画面

９．全ての競技者に記録が割当たれば、
次に順位付けを行います。
《順位付け》ボタンをクリックし、
記録順に並べ替えます。このとき順位
は自動的にレースごとに付けられます。
（６回試技競技においてベスト８順の並べ
替えをする場合も、通常の処理と同様、３
回目までの任意の記録入力位置で順位付け
ボタンをクリックします。） 【Ｆ７】順位付け

10．コメントの入力が必要な場合はコメントを付け、通常の終了処理を行います。 【Ｆ５】コメント
【Alt＋Enter】入力終了

※印刷について
「完了終了で印刷する。」を選択した場合、スプーラーには複数レース処理をしてい
たレースごとの完了（結果）リスト全て（２レースを同時処理していた場合は２レー
ス両方の結果）が出力されます。
記録入力処理中に、画面中にある《印刷》ボタンをクリックした場合は、現在カーソ 【Ｆ９】印刷
ルがある競技者のレースのみが印刷されます。

※フィールド表示盤の操作について
通常のフィールド表示盤の操作方法で操作できます。

男
子
棒
高
跳

高
校
棒
高
跳
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